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 科 目 名(Subject)   ビジネスのための経済分析  
  （Economic Anarysis for Business） 

 単 位 数(Credits) ２ 単位  開講時期 後期 

 担当教員名 

(Name) 

  佐野 博之 

 （Hiroyuki  Sano） 

研究室番号 

(Office)  
436 

 Office Hours  初回の授業でお知らせします。 

１．授業目的・方法(Course objective and method) 

 ビジネスのための経済分析では，ミクロ経済分析の基礎から応用までを学びます。まず、消費者と企

業の行動に関するミクロ経済モデルを学び、様々な事例を交えながら市場のメカニズムに対する理解を

深めることを目的とします。 

 授業は受講者によるテキストの内容の報告（プレゼンテーション）およびディスカッション形式で進

められ、毎回復習課題として与えられたテキストの練習問題の解答を次の回に報告してもらいます。 

 

２．達成目標(Course Goals） 

 不確実性下の経済・経営環境への応用分析を学ぶことで、ビジネスの場で現実に直面する諸問題に対

して、ミクロ経済分析を応用できるようになることが最終目標です。 

 

３．授業内容(Course contents) 

1 ミクロ経済学の基本解説 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第１章 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題1, 2 

2 需要と供給の基本原理 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第２章2.1~2.4 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題1, 2, 3, 4, 5 

3 需要と供給の基本原理 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第２章2.5~2.7 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題6, 8, 11 

4 消費者行動 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第３章3.1~3.3 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題2, 5, 7, 12 

5 消費者行動 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第３章3.4~3.6 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題14, 15, 16 

6 個別需要と市場需要 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第４章4.1~4.3 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題1, 2, 4, 6, 10 

7 個別需要と市場需要 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第４章4.4~4.6 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題12, 15 

8 不確実性と消費者行動 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第５章5.1~5.3 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題1, 3, 4, 6 

9 不確実性と消費者行動 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第５章5.4~5.5 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題7, 8, 9, 11 

10 生産 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第６章 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題3, 5, 8, 10 

11 生産費用 



 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第７章7.1~7.3 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題2, 4, 8, 9 

12 生産費用 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第７章7.4~7.7 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題11, 13, 14 

13 利潤最大化と競争市場における供給 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第８章8.1~8.6 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題5, 7, 8 

14 利潤最大化と競争市場における供給 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第８章8.7~8.8 

課題：テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）練習問題11, 14, 15 

15 競争市場の分析 

テキスト（ピンダイク・ルビンフェルド(2014)）第９章 

 

４．事前学修・事後学修(Preparation and review） 

＜事前学修＞ 

 毎回、上記の授業内容で指定したテキストの範囲を事前に精読し、プレゼンテーションの準備をする。 
 

<事後学修＞ 

 上記の授業内容の課題で指定した練習問題を解答する。さらに、次回の授業で解答を報告する。 

 

５．使用教材(Teaching materials) 

ロバート・S・ピンダイク，ダニエル・L・ルビンフェルド（2014）『ピンダイク＆ルビンフェルド 

ミクロ経済学Ⅰ』，姉川知史監訳，KADOKAWA． 

 

６．成績評価の方法(Grading) 

以下の要素を勘案して評価します。 

         評 価 の 要 素   ウェイト 

 出席率 

 プレゼンテーションおよびディスカッション 

 ホームワーク（課題の提出） 

１０％ 

５０％ 

４０％ 

 

７．成績評価の基準（Grading Criteria) 

秀（１００～９０）：ミクロ経済分析について秀でた理解力を示し，それを応用して，経済およ

び経営の諸問題について秀でた分析をすることができる。 

優（８９～８０）：ミクロ経済分析について優れた理解力を示し，それを応用して，経済および

経営の諸問題について優れた分析をすることができる。 

良（７９～７０）：ミクロ経済分析について良い理解力を示し，それを応用して，経済および経

営の諸問題について良い分析をすることができる。 

可（６９～６０）：ミクロ経済分析について理解力を示し，それを応用して，経済および経営の

諸問題について分析をすることができる。 

不可（５９～０）：ミクロ経済分析について十分な理解力を持たず，それを応用して，経済およ

び経営の諸問題について分析をすることができない。 

 

８．履修上の注意事項(Remarks) 

学部レベルのミクロ経済学の基礎を理解していること。 

 

 

 


